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何故に危機に瀕した時代に生きるのか？ 

私たちは何のために令和の時代に生き、又、かつ 

                                       て無かったほどの危機と混乱の大転換の時に遭遇し 

                                       ているのでしょうか？  

冷静に今の時代を観じると人類は物心の不調和 

                                       をきたし，そのアンバランスによって原水爆やミサイル 

等の兵器を開発・拡大させ、さらに地球資源の乱開 

発で環境を破壊し、大気や海洋や大地を汚染させ、 

自らの生存を脅かすに至っているのではないでしょ 

うか。 

加えてウクライナやパレスチナや中国と台湾の角 

逐等、世界の各地でいつ果てることなく戦争・紛争・

対立を起こし続けています。もし大国の指導者が間違って核のボタンを押せば、人類は１００％絶滅する危機に直面

しているのです。 

物質的繁栄の反面で精神や霊性面を劣化させてる人類 

宇宙の仕組みには偶然はありません。であるならば、この時代に日本人として日本の国土で生きている私たちは、

当然、為すべき使命がある筈です。実は霊的視点で見れば、私たち一人一人の魂はこの時代に生きることを選び、

その使命を果たすべきことを知っているとのことです。 

ところが殆どの現代人はこのことを忘れてしまっているのです。物・金・エゴの価値観にどっぷり漬かり込んで、霊性

を極端に否定した生きに傾斜して、天から与えられた自らの使命をすっかり忘れて暴走しているのです。そして無意

識のうちに、今日の世界の混乱と危機を助長させているのです。 

私たち人類は過去三千年間、繰り返しの輪廻転生の中で、物や金やエゴの心に振り回されて、生き死にを重ねて

きました。 その結果、物質的に豊かで便利な文化を手に入れたのですが、その反面で精神性・霊性を劣化させしま

ったのです。 

そして地球環境の破壊、異常気象、政治の混乱、経済の破綻、疫病、核戦争等々の危機を作り出しているのです。 

闇の勢力による情報操作で、人々の意識は狂わされてる 

このようになったのは、人類の心の隙にエゴの心・利己心の闇が深く入り込んできたからです。そして近代に入っ

てその闇は拡大し深刻化していったのです。秘密裏で決して表に現れずに、いつの間にか世界の政治・経済・学

界・医学界を牛耳った勢力があります。その闇の勢力・DSが世界支配を目指し、ニューワ－ルド・オダー（世界統一、

人類の一元管理化＝奴隷化）実現のために、彼らが掌握している世界中のマスメディアを使って情報操作し、連日

連夜ステレオタイプで私たちをマインドコントロールし、今の世界的危機と混乱を加速させてきたからです。 

このことをもっとも端的に表している事例が今日、多くの犠牲者を出しているコロナワクチンではないでしょうか？ 

噓と欺瞞の情報、偽り言葉によって現代人の多くが狂わされ、不安と恐怖に怯え苦しんでいる社会が現出している

のです。 
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新装版「言霊・光透波の世界」 宿谷・磯部共著 ヒカルランド 全国有名書店で好評発売中   

お近くの書店に無い時は書名・著書名でお取り寄せください。ネットでの購入も出来ます。 

定 価 ２０００円 ＋ 消費税  光透波の会・宿谷までお申し込みの方は消費税カット 

 

電話 ０４６７－２５－７７０７、お取り寄せください。ネットでの購読も出来ます。                   
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その為に２１世紀を迎えアセンションの時代に入っているにも拘わらず、人々は何時まで経っても物・金・エゴ中心

の価値観に囚われ迷走しているのです。このように唯物的な価値観、偽りの情報に閉じ込められていては、人類の

危機と混乱を解決する手立ては何一つとして見出だすことはできないのです。 

闇が有れば光がある。  ６ はその転換の  

しかし宇宙の真理は、表があれば裏がある、闇があれば光がある、何事もコインの裏表、今の大転換期にともなう

混迷の時代の中にあっても、闇の勢力の情報操作の反面で、「最悪の裏に最善在り」光への救いの道が開かれてい

るのです。 

それは宇宙の仕組みであり、時代がそのように設定されているからです。前号でも紹介しましたが、「令和」の年号

は「霊性に和す」の意味があり、令和６年本年は「辰」歳です。「辰」＝「竜」の字であり、「竜」の字は「音」＋「L」の合成

文字。「L」には開く意味があり、「音が開く」時を迎えていることを意味しています。 

「音が閉ざされている」文字が「門」構えの中に「音」が封じられている「闇」の字。ですから「音が開く」＝「闇が開か

れる」。すなわち「闇」から「光」へと一転する「光」の時代へ、何もかもが激しく揺れ動くことを意味しているのです。 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

人々の発 る  ・思考によって人類社会は造られてゆく 

宇宙の法則は全て波動によって支配され生成流転しているのです。私たちが発する言葉や思考も突き詰めれば

波動の現われであり、発する言葉や思考の波動に呼応して、それに見合ったものを宇宙は現されているのです。今

日の世界的危機と混乱の現象も、今まで人類が発してきた言葉や思考のトータルな表れに他ならないことに留意す

る必要があるのです。 

ですから思考、そして思考を決める言葉をコントロールすることができれば、私たちは自分自身で自分の将来や現

実を造り出すことができる。このシンプルな真理に気付いて、ポジティブで幸福な人生を築いてゆくことが求められて

いるのです。 

あらゆる組織や団体も、社会や国家や世界も、全てにおいてこのシンプルな法則が当てはまるのです。 

即ち、私たちが所属するあらゆる団体組織も国や世界も、それを構成する人々の集合意識（発信される言葉や思

考のトータル）の現れであり、それが現実化しているものなのです。 

言葉により思考は形成されます。その思考には創造のエネルギーがあるのです。宇宙は自身が発する言葉や思

考に呼応して、それに見合ったものを与えてくれるのです。自身で自分の将来や現実を造り出すことができる。これ

が宇宙の仕組みなのです。 

  の乱れは心の乱れ、心の乱れは世の乱れに連動 る 

さて、光透波理論では言葉には三つの言葉あると捉えています。声音言（話し言葉）・観音言（文字言葉）・心音言

（心の中の言葉）です。 

音＋門（閉じる意味） ＝ 闇 ＝ 病み 

音＋ L （開 く） ＝ 竜（神の化身） ＝ 光 

その中で最も大きな影響力を持っている言葉が心音言。すなわち心の中で四、六時中回転している言葉です。こ 
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れが潜在意識を造り出しており、この潜在意識が 

私たちの心・思考・意識の９０パーセント以上を支配 

しているのです。これが私たち人間＝人言＝人現社 

会の実態なのです。 

言葉の乱れが心の乱れ、心の乱れが波動の乱れ、 

波動の乱れが世の乱れになってゆくのです。そして 

逆も真なりなのです。 

ですから、私たちはポジティブな光の言葉を使う 

ことが求められているのです。個人の幸福も、世の 

混乱を解消してゆくにも、このことに気付き実践して 

ゆく必要があるのです。 

この言葉の活用によって光の時代を開く学び、そ 

れが本誌で紹介している光透波セミナーなのです。 

光透波、光の 波の実践論の新刊書が今月発売されま  

そして令和６年、闇から光の時代を迎えて、闇の言葉の戸を開く言霊学＝光透波を世に知らせるとともに、「光の

言波」の活用法を伝える啓蒙書が発売されることになりました。 

闇が光へと開く竜年の本年、奇しくもこの年に呼応するようにヒカルランドから「日本語の言霊パワー、光透波エネ

ルギー」と銘打った新刊書が、全国の有名書店で６月１１日から一斉発売されることになりました。 

本書は闇から光の時代の道標（みちしるべ）として、音を開く＝言葉を開く、言戸＝岩戸＝言答開きの哲理＝光透

波を紹介し、併せて光の言波の活用と実践のノウハウを伝しています。 

混迷の時代に生きる現代人に安らぎと希望をもたらすガイド本でもあります。闇を導く灯台・道標でもあります。 そ

の意味で３０００円＋消費税という価格は高額のように思われますが、それ以上の価値ある見返りが得られるものと紹

介させていただきます。                                            文責 宿谷 

                                                   

 飯 いのちのごはん 
                  言葉を使って語りかけをする環境がない人は正常に成長できず、自己の形成ができ 

ません              ません。  

十三世紀のイタリアで、時の皇帝フレデリック二世による奇妙な実験がおこなわれま

した。生まれたばかりの赤ちゃんをお城に連れてきて、食べ物や成長に必要な環境は

十分に与えたのですが、唯一ほかと違ったこがありました。それは、一切声をかけたり、

話掛けしなかったことです。かわいそうなことに、赤ちゃんは全員死んでしまったというこ

とです。 

 このエピソードから思い出す文字があります。「飯」という漢字です。よく見ると「食べる」に「反する」と書いてあります。

どうしてそう書いてあるのでしょうか？「食べる」というのは口から入れる行為です。そして、その反対の行為は口から

言葉を発するという行為です。それが、「飯」という本当の意味なのです。 

 上の実験の赤ちゃんは、肉体の食べ物は十分だったかもしれませんが、心（精神）の食べ物はまったく与えられま

せんでした。 

 
 光の 波 の  実践 、  を    の書

６月     有 書   発売      

 

どちらのご飯も、しっかりとることが大切ですね。                           林 和也 
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●光の言波・真理教室 （第１５５回 光透波セミナー） 

●    時      ６月２９ （土）  ＰＭ １：３０～ＰＭ４：４５       

●場   所     神明いきいきプラザ  集会室 Ａ（４F） 東京都港区浜松町１－６－７ 

●演   題   「『闇から光へ』光透波で読み解く」 ＪＲ浜松町（北口） 地下鉄大門（Ｂ１）各４分 

●講   師     宿  谷  直  晃                  ●参 加 費   ３,０００円 

 

●名古屋 命波学講座 

●    時  ６月   （月）  ＰＭ １：００～ＰＭ４：００    基礎講座 第１２回 

●    時  ６月 ６ （木）  ＰＭ １：００～ＰＭ４：００    基礎講座 第１０回 

●    時  ６月 ２ （水）  ＰＭ １：００～ＰＭ４：００    基礎講座 第１３回 

●    時  ６月２５ （火）  ＰＭ １：００～ＰＭ５：００    命 波 学 交 流 会 

●場   所  實光透波スペース   名古屋市名東区香南１-103-8-201    

●講    師  堀 尾 君 子                   ●参 加 費  各３,０００円 

※ 命波学受講の日時調整可。お申し込み、問い合わせは堀尾へ ０９０－８４９９－５９８９ 

●第３回 神戸言霊セミナー 

●    時     ６月 ６ （ ） ＰＭ ５：００～ＰＭ ７：００       

●場   所     神戸市中央区 三宮生田神社南近く バーＮＯＥＬ    

●演   題   「本年後半を楽しく生きる為に大切なもの 」   ●参 加 費  ３０００円    

●講   師     林  和 也      ※ 講座の申し込み先  ０９０－８５８０－３７７６（ 林まで ） 

 

 

 

 光透波紹介の書籍の一部のご案内、購読希望者はアマゾン、又は下記の宿谷まで。  ホームページ 

 

 

 

 

 

  ６月 光透波セミナーのご案内 

     實光透波研究会     名古屋市名東区香南１-103-8-201    堀 尾  君 子 

        メールアドレス  s8910kimiko@yahoo.co.jp            ０９０－８４９９－５９８９ 

光 透 波 塾      名古屋市熱田区旗屋 2-16-4         磯 部  賢 一   

メールアドレス    isobekk50@yahoo.co.jp               ０９０－９１９９－０２４８ 

光の言波,真理教室   東京都品川区小山６－１９－５    宿 谷 直 晃 

メールアドレス  syu98-8do8@mbr.nifty.com         ０９０－２４４７－２０３７ 

光透波,言霊セミナー  兵庫県播磨町西野添２－５－１２    林  和  也 

                            ０９０－８５８０－３７７６ 

光透波のホームページ   http://kotohawanokai.web.fc2.com 
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※６月、磯部賢 先生の 光透波塾 の案内は休ませていただきま 。 
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